21世紀COE「京都大学化学連携研究教育拠点」講演会開催報告書

化学研究所　玉尾皓平、小松紘一、小澤文幸，川端猛夫，時任宣博

講演会名：化学研究所　有機化学セミナー

講演題目：Four-Valence Electron Reactive Intermediates and the Philicity of Charged Carbene Analogs
 (４価電子反応中間体および荷電カルベン誘導体の配向性)

講師：Prof. Peter P. Gaspar (Washington University, USA)
日程：2004年11月4日（木）15:00 –16:30 

場所：化学研究所　新４階（西）セミナー室 （C-469号室）

主な参加者：化学研究所在籍大学院生・教官

総参加者概数：40名

講演内容：

　Prof. Peter P. Gaspar は、低配位ケイ素化学種の研究の第一人者であり，シリレンやシリルカチオンなどのケイ素活性種の合成と反応に関する研究で多大な業績をあげている研究者である。

　今回の講演では、当初「Learning from Silylenes and Supersilylenes（シリレン，スーパーシリレンの化学）」という講演題目でシリレンの合成、構造、反応性についての最新の研究成果をご紹介頂く予定であったが，急遽上記講演題目に変更して，プラスに荷電したリンのカルベン類縁体（ホスフィニデン）およびケイ素のカルベン類縁体（シリレン）の発生と，それらの反応性に関する最新の成果について講演して頂いた。
　講演後の質疑応答も活発に行われ、意義深い学術講演会となった。

